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Ｑ　理事に就任され９ヶ月が経ちましたが今のお気持ちをお聞かせください？
Ａ　理事としての知識も経験も不足するなかで「上川中央農協の未来」を選択していく難しさを感

じていますが、よそ者・脱サラ・少数派産業・子だくさんの視点で自分の意見を述べていける
ようがんばります。

Ｑ　木村常務のインタビューで役職員の意識改革やマンネリ化について ｢組合員や住民目線に立っ
た自己点検を実施 ･･･｣ とお話しがありましたが、何か気づいた事があれば教えてください。

Ａ　道新の記事で、北海道コンサドーレ札幌を過去最高の４位躍進に導いたミハイロ・ペトロビッ
チ監督は、「仕事に自信を持てば、もっとハイレベルになれることを理解してもらう」「集団と
して自信を持ったとき、物事は前向きに動き出す」と述べています。

　　マンネリや意識改革に対する姿勢として、参考になると思います。

Ｑ　あなたが思うＪＡのあるべき姿をお聞かせください？
Ａ　積極的に大小様々な農場へ出向き、生産現場の状況や考え方、農業技術とそのレベルを把握し、

自ら事業活動を提案、活性化させる事のできる組織。
　　役職員・組合員・准組合員が同じ地域の生活者として互いに思いやれる組織。

Ｑ　あなたが今、農業でチャレンジしている事を教えてください？
Ａ　美深高等養護学校あいべつ校１年生の企業内実習を10月～3月まで毎週火曜日受け入れてい

ます（5年目）。教員・学生2名と9時～14時 30分まで働きます。
　　また、今後は和牛の飼育を普及し、訓練の場もつくっていきたいと考えています。

Ｑ　若い農業者や農業後継者に期待する事を教えてください？
Ａ　とにかく農業者として自立し、生き残ってほしいです。
　　『チャンスをつかむ準備を !!』
　　また、興味があれば家畜を飼ってみませんか？連絡は私かJA畜産担当者まで !

Ｑ　あなたのプライベートで、今一番楽しみにしている事を一つ教えて下さい。
Ａ　子供５人（大学１・高校１・中学１・小学５、年中）の成長。

　「○○の挑戦～」として農業者・役職員などを紹介、次回は、川崎監事を予定しています。

( 主な経営内容）
和牛繁殖　母牛　４５頭
　　　　　子牛　３５頭
草地面積　　　　５０ha
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特　集
～農協の挑戦～

理　事

松　岡　康　弘

S49	 大阪府住吉区で生まれる
S55	 兵庫県尼崎市で育つ（父の転勤）
H4	 青春を謳歌し浪人
	 （日本初週 3日制の灘予備校に入学）
H5	 帯広畜産大学
	 畜産学部畜産環境科学科に入学
	 3～4年次は開発土木工学研究室所属
H9～	札幌の農業土木のコンサルタント会社勤務
H11	 大学の同級生（ゆきこ）と結婚
H15	 農業に憧れ脱サラ
	 （石狩市の酪農牧場で半年アルバイト）
H16	 愛別町に移り藤原牧場に勤務
	 （妻の親の牧場）
	 和牛繁殖・素牛育成・牧草生産を学ぶ
H21	 松岡牧場開設（義親から独立）
H30	 上川中央農協理事

趣味　末っ子とレゴで遊ぶこと
　　　ギターで一人歌うこと

昭和 49年 2月生まれ（満 45歳）



農協役職員ら約100名が新たな門出を祝う･･･

新規就農者激励会 1/10

　

愛
別
町
蔵
ら
に
て
新
規
就
農
者
激
励
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

激
励
会
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
平
成
26
年
以

降
に
就
農
さ
れ
た
方
、
平
成
26
年
以
降
に
法
人

構
成
員
と
な
ら
れ
た
方
を
対
象
に
、
今
年
度
は

６
名
の
方
々
に
激
励
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

激
励
会
の
挨
拶
で
は
野
口
組
合
長
よ
り
協
同

組
合
活
動
の
理
念
「
一
人
は
万
人
の
た
め
に　

万
人
は
一
人
の
た
め
に
」
の
言
葉
と
、
今
回
就

農
さ
れ
た
方
々
に
農
業
の
先
輩
と
し
て
激
励
の

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
激
励
状
は
美
深
高
等
養
護
学
校
あ
い

べ
つ
校
３
年
生
の
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
作
成

し
て
く
れ
た
物
で
す
。

３年生が丹精込めて新規就農者激励状を作ってくれました…

美深高等養護学校あいべつ校が制作
　

美
深
高
等
養
護
学
校
あ
い
べ
つ
校

の
生
徒
と
先
生
が
12
月
12
日
来
所
さ

れ
、
野
口
組
合
長
に
新
規
就
農
者
贈

呈
用
の
激
励
状
が
引
き
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

美
深
高
等
養
護
学
校
あ
い
べ
つ
校

の
卒
業
証
書
は
生
徒
自
ら
作
業
実
習

で
作
成
し
た
木
製
で
す
が
、
そ
の
出

来
栄
え
の
素
晴
ら
し
さ
が
際
立
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
「
新
規
就
農
者
へ
の

激
励
状
に
活
か
し
た
い
」
と
の
Ｊ
Ａ

の
申
出
を
快
諾
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
・
先
生
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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平
成
30
年
度
対
象
者

愛
別
地
区　

菊
地　

智
明　

様

　
　
　
　
　

福
井　

祥
夫　

様

　
　
　
　
　

中
田　

雅
浩　

様

　
　
　
　
　

中
山　

陽
介　

様

上
川
地
区　

四
方　
　

聡　

様

　
　
　
　
　

武
田　

僚
治　

様

（
お
名
前
は
順
不
同
）



また、来年も一緒に行きましょうネ…

農協年金友の会温泉湯治開催!!
　

農
協
年
金
友
の
会
で
は
、
3
泊
4

日
の
日
程
で
、
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し

会
員
相
互
の
親
睦
も
深
め
て
も
ら
う

た
め
、
温
泉
湯
治
を
層
雲
峡
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

例
年
1
月
に
開
催
し
て
い
ま
し
た

が
、
会
員
役
員
と
協
議
し
、
今
回
よ

り
11
月
で
の
開
催
と
日
程
を
早
め
ま

し
た
。

　

ま
た
、
愛
別
・
上
川
地
区
の
み
の

開
催
と
い
う
新
た
な
試
み
で
し
た

が
、
会
員
35
名(
本
所
26
名
、
支
所

9
名)

の
参
加
を
頂
き
、
輪
投
げ
大

会
か
ら
始
ま
り
、
カ
ラ
オ
ケ
や
映
画

観
賞
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
○
×
ク
イ

ズ
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
な
ど
参
加
会

員
の
笑
顔
溢
れ
る
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
会
員
の

皆
様
も
来
年
は
一
緒
に
行
け
ま
す
よ

う
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

11/26〜
地区合同

地域を輝かせ自らも輝く～食と健康を守る

ＪＡ上川地区女性部研修大会に参加
　

Ｊ
Ａ
上
川
地
区
女
性
部
研
修
大
会
が
旭
川

市
星
野
リ
ゾ
ー
ト
Ｏ
Ｍ
Ｏ
７
で
開
催
さ
れ
、

管
内
各
地
か
ら
約
１
１
５
名
が
集
ま
り
、
当

女
性
部
か
ら
も
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
『
薬
の
正
し
い
使
い
方
・
サ
プ

リ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
』
と
題
し
、
Ｊ
Ａ
北
海

道
厚
生
連　

薬
剤
師　

田
村
俊
彦
氏
を
講
師

に
招
き
、
健
康
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
は

必
要
な
健
康
三
原
則
（
健
全
な
食
生
活
・
適

度
な
運
動
・
適
度
な
睡
眠
）
な
ど
の
生
活
習

慣
が
大
事
で
、
そ
の
手
助
け
を
す
る
薬
や
サ

プ
リ
メ
ン
ト
の
正
し
い
使
い
方
な
ど
を
教
え

て
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
午
後
か
ら
は
、
映
画
『
世
界
が
食
べ

ら
れ
な
く
な
る
日
』
が
上
映
さ
れ
、
20
世
紀

に
生
ま
れ
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
「
遺
伝

子
組
み
換
え
」
と
「
原
子
力
」
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
、
そ
の
危

険
性
や
安
全
な
世
界
を
未
来
の
世
代
に
残
す

た
め
に
で
き
る
事
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

12/7

安心・安全でより高品質な農産物生産を目指す

合同作況反省会を開催
　

本
所
大
会
議
室
に
お
い
て
平
成

30
年
度
愛
別
そ
菜
振
興
協
議
会
・

上
川
町
畑
作
園
芸
振
興
会
合
同
作

況
反
省
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
多
く
の
来
賓
の
方
々

に
ご
出
席
を
賜
り
ま
し
た
。
各
市

場
担
当
者
よ
り
販
売
状
況
を
御
報

告
戴
き
、
そ
の
後
上
川
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
桑
原
専
門
普
及
指

導
員
か
ら
平
成
30
年
度
主
要
野
菜

の
生
育
経
過
と
今
後
の
対
策
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

反
省
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
行

い
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
今
後
も
安

心
・
安
全
で
よ
り
高
品
質
な
農
産

物
生
産
を
目
指
す
こ
と
を
再
確
認

致
し
ま
し
た
。

11/28
地区合同
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　出荷頂きありがとうございます。

平成30年産米　入庫終了の報告について
平成 30 年産米の色選処理・検査及び入庫処理が 12 月 14 日で終了致しましたので報告致します。
平成30年産うるち米入庫実績表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 31 年 1 月 31 日現在　　単位：俵

区分
 種別 品　　種　　名

１　　　等
品　種　計

1 次 2 次 3 次 8 次 9 次

愛
　
　
　
　
別
　
　
　
　
地
　
　
　
　
区

主
　
　
食
　
　
用
　
　
米

ほ し の ゆ め 41.5 2.5 44.0

き ら ら ３ ９ ７ 976.5 976.5

な な つ ぼ し 7,905.0 112.0 5,130.0 67.0 13,214.0

ゆ め ぴ り か 291.0 1,594.0 3,373.5 5,258.5

Yes! ｃ lean きらら３９７ 797.0 501.0 1,298.0

Yes! ｃ lean な な つ ぼ し 3,561.5 106.0 1,298.0 4,965.5

Yes! ｃ lean ゆ め ぴ り か 822.5 772.5 847.0 2,442.0

お ぼ ろ づ き 10.5 24.0 34.5

あ や ひ め 33.5 33.5

ゆ き さ や か 79.5 79.5

そ ら ゆ き 9.0 9.0

ほ し ま る 12.0 44.5 56.5

酒
　
米

吟 　 　 風 1,064.5 1,064.5

彗 　 　 星 602.0 602.0

き た し ず く 189.0 189.0

小 　 　 計 16,341.5 2,402.5 4,483.0 6,469.5 570.5 30,267.0

加 工 用 米 3,265.0 3,265.0

合 　 　 計 19,606.5 2,402.5 4,483.0 6,469.5 570.5 33,532.0

・主食用米の次数区分	 1 次＝タンパク6.9 ～ 7.9%　3次＝タンパク6.8%以下　8次＝タンパク8.0 ～ 8.4%　9次＝8.5%以上
・酒米の次数区分	 1 次＝1等　2次＝特等　3次＝タンパク6.8%以下　4次＝特等＋タンパク6.8%以下
・ゆめぴりかの次数区分	 1 次＝第１区分（タンパク6.9 ～ 7.4%）　２次＝第２区分（タンパク7.5 ～ 7.9%）　３次＝第３区分（タンパク8.0%以上）
・ほしまるの次数区分	 1 次＝1等　2次＝2等　3次＝3等
・おぼろづきの次数区分	 1 次＝第１区分（タンパク7.9%以下）　９次＝第２区分（タンパク8.0%以上）

平成30年産もち米入庫実績表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 31 年 1 月 31 日現在　　単位：俵

区分
 種別 品　　種　　名

慣行栽培　１等 特別栽培　１等
品　種　計 備　考

1 次 2 次 1 次 2 次

愛
　
別
　
地
　
区
　

主
食
用
米

は く ち ょ う も ち 70.0 70.0

風 の 子 も ち 9,563.5 9,563.5

き た ゆ き も ち 7,427.5 7,427.5

小 　 　 計 17,061.0 17,061.0

加 工 用 米

愛 別 合 計 17,061.0 17,061.0

上
　
川
　
地
　
区

主
食
用
米

は く ち ょ う も ち

風 の 子 も ち 4,615.5 2,556.0 7,171.5

き た ゆ き も ち 4,632.0 4,632.0

小 　 　 計 9,247.5 2,556.0 11,803.5

加 工 用 米 2,981.0 2,981.0

上 川 合 計 12,228.5 2,556.0 14,784.5

合
　
　
計

主
食
用
米

は く ち ょ う も ち 70.0 70.0

風 の 子 も ち 14,179.0 2,556.0 16,735.0

き た ゆ き も ち 12,059.5 12,059.5

小 　 　 計 26,308.5 2,556.0 28,864.5

加 工 用 米 2,981.0 2,981.0

合 　 　 計 29,289.5 2,556.0 31,845.5
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平成２9年産米に係る最終精算報告並びにもち米追加概算報告
１．うるち米

品 種 等級 品　　位

入庫時概算払 追加概算　30.8.22 最終精算　30.8.22

入庫時 
概算金

JA 独自 
仮渡金

入 庫 時 
概算払計

追　加 
概算金

JA 独 自 
仮 渡 金 
返　還

差引 合計 精算金 JA 独自
上乗せ

Yes!
Clean
加算金

ゆめぴりか
コンテスト

加算
合計

A B C=A+B D E F=D+E G=C+F H I=G+H J K L=I+J+K

ななつぼし １等

一 般（ １ 次 ） 13,200 300 13,500 800 ー 300 500 14,000 518 149 14,667

低蛋白（３次） 13,700 300 14,000 800 ー 300 500 14,500 518 149 15,167

高蛋白（８次） 13,100 300 13,400 800 ー 300 500 13,900 146 149 14,195

高蛋白（９次） 12,900 300 13,200 800 ー 300 500 13,700 146 149 13,995

ほしのゆめ １等
一 般（ １ 次 ） 13,200 13,200 800 800 14,000 287 14,287

高蛋白（８次） 13,200 13,200 800 800 14,000 387 14,387

きらら 397 １等 一 般（ １ 次 ） 13,200 13,200 800 800 14,000 247 58 14,305

おぼろづき １等 第 １ 区 分 13,500 13,500 800 800 14,300 491 14,791

あ や ひ め １等 区 分 な し 13,200 13,200 800 800 14,000 480 14,480

ほ し ま る １等 区 分 な し 13,200 13,200 800 800 14,000 215 14,215

ゆめぴりか １等

第 １ 区 分 Ｓ 15,000 300 15,300 500 ー 300 200 15,500 585 160 1,312 17,557

第 １ 区 分 14,500 300 14,800 500 ー 300 200 15,000 568 160 15,728

第 ２ 区 分 13,200 300 13,500 800 ー 300 500 14,000 480 160 14,640

第 ３ 区 分 12,800 300 13,100 1,200 ー 300 900 14,000 480 160 14,640

イエスクリーン
ななつぼし １等

一 般（ １ 次 ） 13,200 300 13,500 800 ー 300 500 14,000 518 149 297 14,964

低蛋白（３次） 13,700 300 14,000 800 ー 300 500 14,500 518 149 297 15,464

イエスクリーンきらら 397 １等 一 般（ １ 次 ） 13,200 13,200 800 800 14,000 247 58 11 14,316

イエスクリーン
ゆめぴりか １等

第 １ 区 分 Ｓ 15,000 300 15,300 500 ー 300 200 15,500 585 160 128 16,373

第 １ 区 分 14,500 300 14,800 500 ー 300 200 15,000 568 160 128 15,856

第 ２ 区 分 13,200 300 13,500 800 ー 300 500 14,000 480 160 128 14,768

第 ３ 区 分 12,800 300 13,100 1,200 ー 300 900 14,000 480 160 128 14,768

２．酒造好適米

品 種 等級 入 庫 区 分

入庫時概算払 追加概算　30.8.22 最終精算　30.12.10

入庫時 
概算金

JA 独自 
仮渡金

入 庫 時 
概算払計

追　加 
概算金

ＪＡ独自 
仮 渡 金 
返　還

差引 合計 精算金 合計

A B C=A+B D E Ｆ = Ｄ + Ｅ Ｇ = Ｃ + Ｆ Ｈ Ｉ = Ｇ + Ｈ

吟　　　 風

特等

第 １ 区 分 13,270 300 13,570 1,000 ー 300 700 14,270 573 14,843 

彗　　　 星 第 ２ 区 分 12,270 300 12,570 2,000 ー 300 1,700 14,270 573 14,843 

き た し ず く 第 ３ 区 分 8,270 300 8,570 6,000 ー 300 5,700 14,270 573 14,843 

４．もち米

品 種 等級 品位

入庫時概算払 追加概算　30.9.7 今回追加概算　30.12.17

入庫時 
概算金

JA 独自 
仮渡金

入 庫 時 
概算払計

追　加 
概算金

ＪＡ独自 
仮 渡 金 
返　　還

差引 合計 追　加 
概算金 合計

A B C=A+B D E Ｆ = Ｄ + Ｅ G=C+F H I=G+H

は く ち ょ う も ち

１等 仕分無し

11,500 500 12,000 2,000 ー 500 1,500 13,500 500 14,000

風 の 子 も ち 11,500 500 12,000 2,000 ー 500 1,500 13,500 500 14,000

き た ゆ き も ち 11,500 500 12,000 2,000 ー 500 1,500 13,500 500 14,000

３. 加工用米

品 種 等級

入庫時概算払 追加概算 最終精算

入庫時 
概算金

JA 独自 
仮渡金

入 庫 時 
概算払計

追　加 
概算金

ＪＡ独自 
仮 渡 金 
返　還

差引 合計 精算金 合計

A B C=A+B D E Ｆ = Ｄ + Ｅ Ｇ = Ｃ + Ｆ Ｈ Ｉ = Ｇ + Ｈ

加 工 用 う る ち 米 １等 8,500 8,500 300 300 8,800 740 9,540

加 工 用 も ち 米 １等 8,000 8,000 2,300 2,300 10,300 322 10,622

2019.27

INFORMATION
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教
科
書
に
お
け
る
食
料
難
の

　

 

記
述
の
圧
倒
的
な
差

　

農
家
の
農
業
所
得
に
占
め
る
国
の
補

助
金
の
割
合
は
２
０
１
６
年
の
統
計
で
日

本
が
30
％
、13
年
の
ス
イ
ス（
１
０
０
％
）、

ド
イ
ツ（
70
％
）、英
国（
91
％
）、フ
ラ
ン
ス

（
95
％
）に
比
べ
て
極
め
て
低
い
。欧
州
と

日
本
と
の
間
に
食
料・
農
林
水
産
業
を
守

る
政
策
に
大
き
な
差
が
生
じ
る
背
景
と
し

て
、欧
州
の
ほ
う
が
日
本
よ
り
も
農
業・農

村
に
理
解
や
共
感
が
深
い
と
の
指
摘
が
あ

り
、そ
れ
は
な
ぜ
か
、と
の
質
問
が
筆
者
に

も
よ
く
寄
せ
ら
れ
る
。

　

欧
州
で
は
農
林
水
産
業
で
国
土
と
食
料

を
守
る
と
い
う
国
土
と
食
料
の
安
全
保
障

の
視
点
が
当
た
り
前
だ
が
、日
本
は
そ
う

な
っ
て
い
な
い
。欧
州
で
は
幾
度
の
戦
争
を

経
て
国
境
防
衛
と
食
料
難
と
に
苦
労
し
た

経
験
が
あ
る
。日
本
も
戦
争
な
ど
で
食
料

難
を
経
験
し
て
い
る
。

「
食
料
安
全
保
障
の
重
要
性
は
、大
き
な
食

料
危
機
が
こ
な
い
と
日
本
人
に
は
わ
か
ら

な
い
」と
い
う
の
は
、誤
り
で
あ
る
。欧
州

と
日
本
と
の
差
は
、教
科
書
で
食
料・農
業・

農
村
の
重
要
性
を
説
明
す
る
記
述
の
分
量

が
大
幅
に
違
う
と
の
指
摘
も
あ
る
が
、具

体
的
に
は
十
分
に
検
証
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。食
料・農
業・農
村
の
重
要
性
と
い
っ
て

も
い
ろ
い
ろ
あ
る
。そ
の
中
で
、欧
州
の
教

科
書
の
日
本
と
の
決
定
的
に
重
要
な
違
い

は「
食
料
難
の
経
験
」の
記
述
な
の
で
あ

る
。

　

な
ぜ
、日
本
人
は
食
料
難
の
記
憶
を
な

く
し
、欧
州
は
忘
れ
な
い
か
。そ
れ
は
も
う

一
度
大
き
な
食
料
危
機
が
来
て
い
な
い
か

ら
で
な
く
、欧
州
で
は
、食
料
難
の
経
験
を

し
っ
か
り
と
歴
史
教
科
書
で
教
え
て
い
る

か
ら
認
識
が
風
化
せ
ず
に
人
々
の
脳
裏

に
連
綿
と
刻
み
続
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。薄
井
寛『
歴
史
教
科
書
の
日
米
欧
比

較
』（
筑
波
書
房
、２
０
１
７
）に
は
英
独
の

歴
史
教
科
書
に
お
け
る
食
料
難
の
記
述
が

多
数
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、ド
イ
ツ
の『
発
見
と
理
解
』と

い
う
歴
史
教
科
書
に
は
、次
の
記
述
が
あ

る
。

「
イ
ギ
リ
ス
の
海
上
封
鎖
に
よ
っ
て
、ド
イ
ツ

で
は
重
要
資
源
の
海
洋
か
ら
の
輸
入
が
止

ま
り
、食
料
も
例
外
で
は
な
く
な
っ
た
。
…

キ
ッ
プ
制
度
に
よ
る
配
給
が
１
９
１
５
年

１
月
か
ら
始
ま
っ
た
が
、キ
ッ
プ
は
あ
っ
て
も

買
え
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
起
こ
る
。こ
う

し
た
な
か
、そ
れ
ま
で
は
家
畜
の
餌
で
あ
っ

た
カ
ブ
ラ
が
、パ
ン
用
粉
の
増
量
材
や
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
か
わ
り
と
し
て
、貴
重
な
食
料
と

な
っ
た
。多
く
の
人
び
と
が
深
刻
な
飢
え
に

苦
し
ん
だ
。特
に
、乏
し
い
人
び
と
や
病
人
、

高
齢
者
な
ど
は
、貧
し
い
配
給
の
他
に
食

料
を
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。こ
の
た
め
、

１
９
１
４
～
18
年
、栄
養
失
調
に
よ
る
死
亡

者
は
70
万
人
を
超
え
た
」

　

 

食
料
難
の
記
憶
を
再
収
集
し

　

 

国
民
に
伝
え
る

　
一
方
、戦
中・
戦
後
の
食
料
難
が
日
本
の

高
校
歴
史
教
科
書
に
登
場
す
る
の
は
、

１
９
５
０
年
代
初
め
か
ら
で
あ
る
。そ
の

後
、90
年
代
な
か
ば
ま
で
の
歴
史
教
科

書
は
、食
料
難
に
関
す
る
記
述
を
ほ
ぼ
改

訂
ご
と
に
増
や
し
て
い
た
。と
こ
ろ
が
、

２
０
１
４
年
度
使
用
の
高
校
歴
史
教
科
書

『
日
本
史
Ｂ
』19
点
を
見
る
と
、「
食
料
生

産
は
労
働
力
不
足
の
た
め
い
よ
い
よ
減
少

し
、生
き
る
た
め
の
最
低
の
栄
養
も
下
ま

わ
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
い
っ
た
形
で
、多
く

の
教
科
書
が
こ
う
し
た
簡
潔
な
記
述
で
済

ま
し
、戦
後
の
食
料
難
を
４
～
５
行
の
文

章
に
記
述
す
る
教
科
書
は
７
点
あ
る
が
、

他
の
12
点
は
１
～
３
行
、あ
る
い
は
脚
注
で

触
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。人
び
と
の
窮
乏

を
思
い
起
こ
さ
せ
る
写
真
も
減
少
し
て
い

る
、と
薄
井
氏
が
指
摘
す
る
。

　

戦
後
の
日
本
は
、あ
る
時
点
か
ら
権
力

者
に
不
都
合
な
過
去
を
消
し
始
め
た
。過

去
の
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
は
過

去
を
直
視
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。過
ち

の
歴
史
を
も
み
消
し
て
は
未
来
は
な
い
。

筆
者
の
指
摘
にFacebook

を
通
じ
て
下

記
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

「
農
村
で
は
権
力
的
に
コ
メ
が
収
奪
さ
れ
、

農
家
で
あ
る
我
が
家
で
も
私
の一番
上
の
姉

は
、５
歳
で
栄
養
失
調
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
…
４
歳
？
の
私
も
弟
も
栄
養
失
調
で

し
た
。母
が「
カ
タ
ツ
ム
リ
を
採
っ
て
お
い

で
」と
ザ
ル
を
渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。カ
タ

ツ
ム
リ
を
食
べ
る
習
慣
の
な
い
当
時
、グ
ル

メ
や
ゲ
テ
モ
ノ
食
い
と
し
て
で
は
な
く
、生

き
残
る
た
め
と
し
て
母
は
そ
う
言
っ
た
の

で
す
。
…
弟
と
河
原
で
数
十
個
採
っ
て
き

ま
し
た
。母
は
そ
れ
を
煮
つ
け
て
く
れ
ま

し
た
。全
身
に
染
み
渡
っ
て
く
れ
た
あ
の
味

は
、今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。１
９
５
０
年
こ

ろ
の
こ
と
で
す
」

　

こ
う
し
た
重
い
過
去
を
若
い
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
の
情
報
収
集
と
普
及
活
動
を

Ｊ
Ａ
組
織
と
し
て
も
大
々
的
に
強
化
し
て

展
開
す
べ
き
で
あ
る
。

「
食
料
危
機
が
来
な
い
と
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
の
は
、
誤
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

宣　

弘　
東
京
大
学
大
学
院	

教
授

農業・食料
ほんとうの話



の下段

ホ
ク
レ
ン 

ホ
ク
レ
ン
は
、
冬
に
お
い
し
い
北
海
道
か
ぼ
ち
ゃ

「
り
ょ
う
お
も
い
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
ベ
ン
ト

「
冬
至
に
は
『
り
ょ
う
お
も
い
』
を
食
べ
よ
う
！
」

を
昨
年

月

日
、
札
幌
市
清
田
区
の
イ
オ
ン
札

幌
平
岡
店
で
開
き
ま
し
た
。
同
店
の
青
果
売
り
場
で

「
り
ょ
う
お
も
い
」
を
販
売
す
る
と
と
も
に
、（
株
）

も
り
も
と
の
協
力
を
得
て
、
「
り
ょ
う
お
も
い
」
を

使
用
し
た
ぜ
ん
ざ
い

食
を
正

午
か
ら
と
、

時
か
ら
の

回

に
分
け
て
来
店
客
に
提
供
し
ま
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
１
時
間
ほ
ど
で

終
了
す
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

昨
年
１２
月
に
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
扮
し
た
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ち
ょ
リ
ス
」
が
、
被
災
地
の
む

か
わ
町
、
厚
真
町
、
安
平
町
と
釧
路
市
・
中
標
津

町
の
幼
稚
園
等
１０
カ
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

園
児
ら
と
野
菜
し
り
と
り
ゲ
ー
ム
や
ダ
ン
ス

な
ど
で
楽
し
く
交
流
し
、
最
後
に
ち
ょ
リ
ス
か
ら

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈

り
ま
し
た
。
地
震
に
よ
り
被
災

し
た
地
区
の
子
供
達
も
、
ち
ょ

リ
ス
と
の
触
れ
合
う
時
間
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
平
成

年

月

日

に
、
北
農
ビ
ル
で

月
に
刈
り
取
っ
た
稲
の
脱
穀
や

し
め
縄
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
田
植
え
か
ら
稲
刈

り
ま
で
、

年
を
通
し
て
行
っ
て
き
た
食
育
活
動
「
街

な
か
田
ん
ぼ
」
の
最
終
回
と
し
て
、
中
の
島
興
正
保

育
園
の
園
児

名
が
参
加
し
、
園
児
自
ら
が
茶
碗
を

使
っ
て
稲
を
脱
穀
、
す
り
鉢
で
籾
す
り
を
し
た
後
、

精
米
機
を
使
っ
て
精
米
ま
で
行
い
ま
し
た
。
ご
飯
が

炊
け
る
ま
で
の
間
、
稲
わ
ら
を
使
っ
た
し
め
縄
づ
く

り
も
体
験
。
最
後
は
炊
き
た
て
の
ご
飯
で
お
に
ぎ
り

を
握
り
、
自
分
た
ち
が
作
っ
た
お
米
を
味
わ
い
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
こ
れ
か
ら
も
農
業

体
験
を
通
じ
て
食
と
農
の
大
切
さ
を
子
供
た
ち
に
伝

え
て
参
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信 

ＪＡグループの連合会・中央会の活動内容を紹介、各団体の詳しい内容はＷＥＢサイトをご覧ください。

2019.29

ＪＡグループの連合会・中央会の活動内容を紹介、各団体の詳しい内容はＷＥＢサイトをご覧ください。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

　資材課からのお知らせ

お問合せ先　：本所資材課 6-5314　支所資材課 2-1338

『洋服の青山』との提携開始のご案内『洋服の青山』との提携開始のご案内

店内全商品10％ＯＦＦ等、お得な割引サービスがありますので
この機会にぜひご利用ください！！

　正組合員の皆様へ、昨年 11月のＪＡたよりと一緒に同封させて頂き
ました「洋服の青山」のＪＡ×青山タイアップカードの発行について
春の需要時期になることから再度ご案内いたします。
　尚、チラシを無くされた正組合員の方は、各資材店舗にお問い合わ
せ願います。



すろーライフ 2章

　タテのカギ↓

　ヨコのカギ→

　平成最後の初場所３日目で「横綱稀勢の里」は土俵上から去った。先場

所初日から４連敗し、横綱審議委員会から「激励」の決議を受け今場所に

進退をかけ土俵に上がっていた。

　しかし横綱らしい強い相撲をファンに見せることなく散って行った。連

日超満員の蔵前国技館の後押しの応援も、虚しさだけが残る結果となって

しまった。19年振りの日本人横綱で観客のボルテージは上がり、多くの

ファンを掴んだ「稀勢の里」であった。彼の不運は優勝の栄光と同時に蒙っ

た、土俵上で受けた大きな傷であった。不屈の精神で克服しようとしたそ

の古傷は、もとの彼に戻ることを阻んだ。昔娯楽が少なかった世代にとっ

て、大相撲は人気が高いスポーツのひとつだった。

　更に幼い頃の遊びとして紙相撲に興じた思い出も懐かしい。またテレビが市民権を奪おうとしていた

時代である。白黒の画面が大相撲の醍醐味を伝えた。それは世の中に充満する貧しさを片時忘れさせて

くれた。当時の力士の名前すら空で言える少年時代だった。昭和の時代の数々の色濃い思い出と重なる

のが大相撲なのだ。その延長が相撲好きな大人と繋がるのだろう。土俵下で大写しされる負け残りの「横

綱稀勢の里」の心の奥は分からなかった。ただ屈辱感を拭い去りたい、自分の力を存分に発揮させてく

れと切に願い続けた影が見て取れた。事実は厳しい結果だった。

　報われない時の寂しさや悔しさの表情を浮かべた時もあった。人生の大きな判断が自分に降りかかっ

ていることも感じただろう。中学卒業と同時に歩んで来た相撲道、耐えて泣いて稽古を積んだ日々。こ

の坂を上り切れば再び栄光の日々に辿り着くと思い浮かべただろう。しかし精神力も気力も消費してし

まった体が土俵上の結果を生んだのか。

　彼の全盛期を知る者誰もが、発する言葉を喪った。日本人横綱が誕生した時の客席の歓声は地響きを

立てて館内に響いていた。彼は答えを出した。安堵した表情の『稀勢の里』の記者会見が翌日用意された。

今まだ32歳、青年親方の明日が彼を待っている。活劇のように進んだドラマが静かに幕を下ろした。「稀

勢の里」の胸のうちの色々な感情を観客は推察した。ひとつの時代が過ぎて行き寂しさが残った。この

後場所は荒れた。千秋楽に微笑んだのは、なんと 34歳の遅咲きの伏兵、関脇「玉鷲」だった。

「激励～平成最後の初場所３日目～…」

解答 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E
コ マ マ ワ シ

先月号の
答え

2019.2 10



第
11
回
定
例
理
事
会

（平成30年12月21日現在）

総組合員数	 2,369名

　正組合員数	 533名

　　うち団体数	 33団体

　准組合員数	 1,836	名

　　うち団体数	 65団体

7
日　

仕
事
始
め
（
朝
礼
）

10
日　

新
規
就
農
者
激
励
会

　
　
　

新
年
交
例
会

11
日　

第
6
回
上
川
地
区
農
協
組
合
長
会
議

	

（
旭
川
）

15
日　

企
画
会
議

　
　
　

第
3
回
Ｊ
Ａ
女
性
部
愛
別
支
部
役
員
会

17
日　

上
川
町
も
ち
米
生
産
団
地
組
合
作
況
報
告
会

20
日　

Ｊ
Ａ
畜
産
振
興
会
反
省
会

	

（
層
雲
峡
～
21
日
）

21
日　

｢

上
川
大
雪
酒
造｣

酒
米
生
産
者
交
流
会

	

（
層
雲
峡
～
22
日
）

	

愛
別
町
水
田
農
業
推
進
協
議
会
幹
事
会

24
日　

第
12
回
理
事
会

　
　
　

資
産
評
価
委
員
会

　
　
　

第
1
回
愛
農
機
連
役
員
会

　
　
　

第
4
回
愛
別
町
農
業
青
色
申
告
会
役
員
会

　
　
　

愛
別
町
農
業
再
生
協
議
会

28
日　

第
1
回
愛
別
町
米
麦
協
議
会
役
員
会

29
日　

愛
別
町
米
麦
協
議
会
酒
蔵
訪
問
（
道
内
）

１
月

Ｊ
Ａ
の
あ
ゆ
み

平
成
30
年
12
月
21
日
開
催

■
報
告
事
項

１　

組
合
員
の
脱
退
に
つ
い
て　

　
　

11
名
の
脱
退
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

２　

臨
時
給
与
の
支
給
に
つ
い
て

　
　

第
10
回
承
認
内
容
に
基
づ
く
支
給
内
容
を
報
告
し

た
。

３　

行
政
に
対
す
る
要
望・意
見
書
の
回
答
に
つ
い
て

　
　

両
町
よ
り
回
答
書
を
受
理
し
た
の
で
、
内
容
を
報

告
し
た
。

４　

平
成
29
年
産
米
の
最
終
精
算
に
つ
い
て

　
　

う
る
ち
米
等
の
最
終
精
算
並
び
に
追
加
払
い
の
内

容
を
報
告
し
た
。

５　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　

理
事
会
承
認
内
容
に
基
づ
い
た
、
所
得
内
容
を
報

告
し
た
。

６　

農
家
経
済
対
策
委
員
会
の
内
容
報
告
に
つ
い
て

　
　

12
月
13
日
の
開
催
内
容
を
報
告
し
た
。

７　

固
定
資
産
の
売
却
に
つ
い
て

　
　

第
９
回
理
事
会
承
認
に
基
づ
き
、
固
定
資
産
の
売

却
が
確
定
さ
れ
た
の
で
、
内
容
を
報
告
し
た
。

■
議　
　

事

１　

出
資
持
分
の
譲
渡
に
つ
い
て

　
　

１
件
の
譲
渡
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

２　

組
合
員
の
加
入
報
告
並
び
に
組
合
員
資
格
に
つ
い
て

　
　

１
件
の
加
入
を
報
告
し
、
資
格
に
つ
い
て
承
認
さ

れ
た
。

３　

第
３
四
半
期
Ｊ
Ａ
監
事
監
査
顛
末
に
つ
い
て

　
　

12
月
に
実
施
さ
れ
た
第
３
四
半
期
監
査
内
容
を
報

告
し
、
改
善
経
過
等
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

４　

共
済
規
程
の一部
変
更
に
つ
い
て

　
　

変
更
内
容
を
説
明
し
、
承
認
さ
れ
た
。

５　

資
金
の
融
資
に
つ
い
て

　
　

短
期
１
件
・
長
期
１
件
の
融
資
内
容
つ
い
て
審
議

の
結
果
承
認
さ
れ
た
。

６　

ハ
ウ
ス
リ
ー
ス
資
産
の一部
修
正
に
つ
い
て　

　
　

１
件
の
申
込
み
内
容
の
変
更
を
説
明
し
、
審
議
の

結
果
承
認
さ
れ
た
。

７　

平
成
30
年
産
大
豆・そ
ば
の
数
量
払
い
仮
渡
し
に
つ
い

て

　
　

各
品
目
に
対
す
る
数
量
並
び
に
金
額
を
説
明
し
、

審
議
の
結
果
承
認
さ
れ
た
。

８　

平
成
30
年
度
水
田
活
用
直
接
交
付
金
Ｓ
Ｇ
Ｓ
に
係
る

仮
渡
し
金
に
つ
い
て

　
　

数
量
並
び
に
金
額
を
説
明
し
、
審
議
の
結
果
承
認

さ
れ
た
。

９　

短
期
資
金
の
融
資
付
に
つ
い
て　

　
　

１
件
の
融
資
内
容
つ
い
て
、
審
議
の
結
果
承
認
さ

れ
た
。

組合員のうごき

2019.211
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と き 平成31年2月22日（金） 午後6時から 

ところ 蔵 ＫＵＲＡＲＡら 
参加費 2,500円 
 

主 催 あいべつ地酒を創る会 
 

チケット ＪＡ営農販売課、木村商店、梅津商店 

販  売 愛別商工会 

       

地酒『ふしこ』を 愛でる夕べ 

2019.2 12

今月の
　　朝食に…

平成30年度　上川農業試験場新技術発表会のご案内
　上川地域の農業に利用できる最新の研究成果や新品種を研究員がわかりやすく紹介します。また、
農業改良普及センターの活動事例について紹介します。入場は無料ですので、お気軽にお越しください。

　　　　　日　時　　平成 31 年 2 月 27 日（水）13：00 ～ 16：00（予定）
　　　　　場　所　　鷹栖町北野地区住民センター（鷹栖町北野　東 3 条 2 丁目 3 番 20 号）

具体的な発表内容については、試験場ホームページ上にて2月初頭に公開します。
問い合わせ先　上川農業試験場　TEL：0166-85-2200


